
   
 

 秋が深まり、木々の葉も鮮やかな色に染まる頃となりました。やっと涼しくなった（寒い日もあ

りますが…）校庭で、子どもたちは思いっきり外遊びを楽しんでいます。 

 さて、先日「小学生・なりたい職業ランキ

ング（2025年５月 東京大学・ベネッセ共

同調査）を目にしました。結果を見ると、男

子は「プロスポーツ選手」「ユーチューバ

ー」「研究者・大学教員」、女子は「店員（パ

ン屋や花屋など）」「看護師」「パティシエ」

などが上位に並んでいました。この背景とし

て、子どもが実際に目で見たり、体験できた

りするイメージしやすい職業であること、好きなことを仕事にしたいという思い、「スポーツ」「お

菓子」「動画」「花やパン」など、自分の趣味や楽しみに直結する職業、ユーチューバーや研究者の

活躍など、時代の話題が子どもの夢に反映されているとコメントがありました。 

 「こども手に職図鑑」という本には、ＡＩに取って代わられにくい仕事が１００紹介されていま

す。ＡＩはますます私たちの生活に入り込み、人間が行ってきたことを担うようになると言われま

すが、人間ならではの「判断する力」や「手先・体を使う力」が求められる仕事は残ると書かれて

います。そこでは「ものづくり」「医療・福祉」「人や自然に関わる仕事」「科学・テクノロジー」な

どが紹介されていました。その中に「ユーチューバー」の仕事もあり、暮らし系ユーチューバーの

方の例が載っていました。その方は、大学卒業後に専門学校で学び、アルバイトで動画を作ったこ

とがきっかけで活動を始めたそうです。収入は広告からで、フォロワー１０００人・再生時間４０

００時間を超えるとＣＭがつき、初めて収入につながります。しかし、広告の数や内容は選べず、

視聴者に喜ばれる工夫が欠かせません。人気が出るまでには長い時間と根気が必要だったそうです。

また、「ユーチューバーとして活躍するには、あきらめずに挑戦を続けることが大事」とも語ってお

られました。これは、どの仕事にも通じる普遍的な姿勢だと思います。 

これからますます複雑化する社会が予想されています。その中で子どもたちには、自分の夢を大

切にしながら、自分を信じて、あきらめず、挑戦する気持ちを持ち続けてほしいと願っています。 

 

  

 

去る９月３０日（火）、北広島町内の全６年生を対象に、「夢プロ『夢

と希望を乗せて、ロケットを飛ばそう』」が開催されました。植松電機

社長の植松努さんを北海道からお招きし今年で１１年目となります。今

年度も、講演とロケット制作の体験が行われました。 

講演では、「思いは招く～夢があれば何でもできる～」と題して、植

松さんの子ども時代の体験をもとにお話をしていただきました。「人の

出会いには意味がある、人は出会いで変わることができる」「“違うはすてき！”は奇跡を起こせ

るキーワード」、「“どうせ無理”は自信と可能性を奪う最悪の言葉」など、６年生がこれから出

会いを大切にし、夢や希望を持って生きることの大切さを教えていただきました。 
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小４～６年 男子  小４～６年 女子 

1 プロスポーツ選手 1 店員（パン店、花店など） 

2 ユーチューバー 2 看護師 

3 研究者・大学教員 
3 

パティシエ 

4 店員（パン店、花店など） 保育士・幼稚園教員 

5 ゲームクリエイター 5 教員 

その後、グループに分かれてロケット制作を体験。他校の６年生と

教え合う姿も見られ、とても和やかな雰囲気の中でロケットを完成さ

せました。そしていよいよ発射の時。ロケットが次々と空に打ち上げ

られ、「シュッ！」という音とともに時速２００キロで飛び上がる迫

力に、６年生は「お～っ」

と歓声をあげていました。 

６年生にとって、将来に

つながる貴重な体験となっ

た一日でした。植松さん、

ご支援いただいた北広島町教育委員会の皆様に心より

感謝申し上げます。 

 

 

 

１０月１0 日（金）、「山県郡小学生陸上記録会」が開催され、山県郡

内５・６年生、約３０0 名が参加し、自己記録に挑みました。大会３週

間前から朝練習や放課後練習を行ってきました。子どもたちは意欲的に

参加し、この大会に向けてしっかり体

を鍛えてきました。本番では、自己最

高記録を目指し、自分の持っている力

を出して挑みました。当日の種目は「５０ｍ走」「走り幅跳び」

「１０００ｍ走」「４✕１００ｍリレー」でした。他校の同級生

と競い合い、自分の力を試すこの記録会に挑んだことは、結果

に関わらず、これまで努力してきた

ことを含め、子どもたちにとって大きな財産になったと思います。

八重小学校の合言葉は「つながる  挑む  考動する」です。これから

も様々なことに“挑む”ことで「がんばったらできた！成長した！

自信がついた！」という経験ができるよう背中を押していきたいと

思います。お子さんの挑戦を後押ししてくださっている保護者の皆

様に感謝とともに、当日、会場での温かい応援にお礼申し上げま

す。 
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春に植えた作物が収穫の時期を迎えています。まず、４年生の「大豆」は、６月に植えた２種

類の大豆（黒大豆、白大豆）のうち、生食用（枝豆）の黒大豆を収穫しました。立派に育った枝

豆を次々と収穫し、それぞれ袋いっぱいの枝豆を収穫できました。 

５年生は、６月に田植えをした稲の刈り取り・稲こぎ体験を行いました。１０月２日の稲刈り

では、鎌を使っての作業に最初は戸惑う姿も見られましたが、次第にコツをつかみ、慣れた手つ

きでしっかりと刈り取っていきました。刈り取った稲は束ねて「はで干

し」にします。最後まで力を合わせてがんばる５年生の姿が印象的でし

た。米づくりの大変さを、身をもって感じる貴重な体験となりました。 

続く２４日には、「脱穀」を行いました。はで干しをした稲をハーベ

スターで脱穀し、落ち穂拾いやはでの片付けまで丁寧に取り組むことが

できました。また、３年生も育てたパンジーの苗を、ポットに植え替え

る作業をしました。豊かな実りの秋を迎えています。 

 

 

１０月２１日、２年生が生活科の学習の一環として、町たんけんに出

かけました。今回の行き先は、千代田郵便局と千代田交番です。郵便局

では、手紙や荷物がどのようにして届くのかについてお話を聞いたり、

実際に働いている方の様子を見学したりしました。普段何気なく使って

いる郵便の仕組みに、子どもたちは興味津々でした。交番では、おまわ

りさんからお仕事の内容や持っている道具につい

て教えていただき、子どもたちは真剣な表情で耳

を傾けていました。最後には、パトカーの中も見せてもらいました。 

普段の生活の中では見えにくい、私たちの生活を支える人の姿にふれ、

子どもたちにとって貴重な学びの時間となりました。見学先の皆さま、あ

りがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校に大きなニュースが入ってきました。１学期に取り組んだ「第１８回靉光記念北広島町児童

生徒自画像展」に、本校から多くの受賞者がでました。なんと、上位4賞の内 

の「靉光大賞」と「北広島町教育長賞」の２賞を受賞しました。その他、奨励 

賞、入賞等、あわせて２５名が選ばれました。作品制作にあたっては、どの子 

の作品も、日頃の観察力や想像力を存分に発揮し、自分らしさを表現している 

素敵な作品ばかりでした。これからも、八重小学校の児童の豊かな表現力が広 

がることを楽しみにしています。 
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１１月 行事予定 １２月の主な行事予定 

★

 

１０月９日のお話し朝会の担当は教頭先生でした。「思いやり」と 

「心づかい」についてのお話でした。ACのコマーシャルでお年寄り 

に席を譲る動画を見せながら、日常生活での小さな気配りの大切さを 

伝えました。友だちが困っているときに声をかけたり、譲り合いの心 

を持ったりすることで、みんなが気持ちよく過ごせることを学びました。教頭先生は、「相手の気持

ちを考えて行動することが、思いやりや心づかいにつながります。今日から一つ、実践してみまし

ょう」と呼びかけ、児童たちはうなずきながら熱心に話を聞いていました。（恒例の手品も子どもた

ちに大ウケでした！） 

 

 

◇冬休み：１２月２４日（水）～1月６日（火）  

◇３学期始業式：１月７日（水） 

 

※１２月２７日（土）～１月５日（月）まで，学校閉庁

いたします。 

○


